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や
さ
し
さ
を
大
切
に
し
た
活
力
あ
る
豊
か

な
上
尾
﹂を
つ
く
り
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
市
に
対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
や
、

望
む
こ
と
な
ど
を﹁
市
長
へ
の
は
が
き
﹂で

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
度
は
、
３
３
３
件
の
貴
重
な
意
見

を
頂
き
ま
し
た
。
意
見
の
内
訳
は
、
健

康
・
福
祉
・
医
療
関
係
が
47
件
、
環
境
・

安
全
・
み
ど
り
に
関
す
る
も
の
が
１
０
１

件
、
保
険
・
年
金
・
税
・
証
明
関
係
が
５

件
、
ま
ち
づ
く
り
・
基
盤
整
備
関
係
が
24

件
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
が
86

件
、
産
業
・
経
済
関
係
が
３
件
、
救
急
・

消
防
関
係
が
２
件
、
行
財
政
・
窓
口
接
遇

に
関
す
る
も
の
が
26
件
、
そ
の
他
が
39
件

で
し
た
。
こ
の
う
ち
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
利
用
し
て
電
子
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
た
も

の
は
１
３
２
件
で
し
た
。

　
﹁
市
長
へ
の
は
が
き
﹂は
、
総
合
案
内
窓

口（
市
役
所
１
階
）や
各
支
所
・
出
張
所
、

図
書
館
、
市
民
体
育
館
、
上
尾
市
文
化
セ

ン
タ
ー
、
上
尾
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
イ
コ
ス
上
尾
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
に
関
す
る
公
聴
会
開
催

ま
ち
づ
く
り
計
画
課　

７
７
５
―７
６
２
９

　

７
７
５
―９
８
７
２

　
県
が
決
定
す
る
都
市
計
画
の
案
を
作
成

す
る
に
あ
た
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意

見
を
頂
く
た
め
、公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　
８
月
５
日（
月
）午
後
３
時
～

▼
と
こ
ろ　
上
尾
市
役
所
７
階
大
会
議
室

▼
内
容　
﹁
上
尾
都
市
計
画
都
市
計
画
区

域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変

更
﹂﹁
上
尾
都
市
計
画
区
域
区
分
の
変
更
﹂

の
公
聴
・
公
述

都
市
計
画
変
更（
原
案
）の
閲
覧

▼
閲
覧
期
間　

７
月
２
日（
火
）～
17
日

（
水
）午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
閲
覧
場
所　
埼
玉
県
都
市
計
画
課
、
上

尾
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
、
伊
奈
町
都
市

計
画
課
、
埼
玉
県
北
本
県
土
整
備
事
務
所

公
述（
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ

と
）の
申
し
出

▼
対
象　
上
尾
市
ま
た
は
伊
奈
町
に
住
所

を
有
す
る
個
人
か
法
人

▼
提
出
期
限　
７
月
17
日（
水
）必
着

※
直
接
の
場
合
は
午
後
５
時
15
分
ま
で
で

す
。

▼
提
出
方
法　

閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述

申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
か
郵
送
で
上
尾
市
ま
ち
づ
く
り
計
画

課（
〒
３
６
２
―８
５
０
１
本
町
３
―１
―

１
）、
伊
奈
町
都
市
計
画
課（
〒
３
６
２
―

８
５
１
７
伊
奈
町
大
字
小
室
９
４
３
３
）

ま
た
は
埼
玉
県
都
市
計
画
課（
〒
３
３
０
―

９
３
０
１
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
―

15
―１
）へ　
※
埼
玉
県
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
提
出
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は

埼
玉
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/

site/toshikeikakunosintyoku/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
公
述
希
望
者
が
多
い
場
合
は
、
公
述
人

を
選
定
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
述
人
一
人
当
た
り
の
公
述
時
間
は
、

お
お
む
ね
10
分
以
内
で
す
。

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、
公
聴

会
は
中
止
と
な
り
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
す

る
人
は
、
７
月
29
日（
月
）以
降
に
、
上
尾

市
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
ま
た
は
伊
奈
町
都

市
計
画
課
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
埼
玉
県
都
市
計
画
課（

８
３
０
―５
３

４
１
）、
上
尾
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
課（

７
７
５
―７
６
２
９
）、
伊
奈
町
都
市
計
画

課（

７
２
１
―２
１
１
１〈
代
〉）

﹁
上
尾
市
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
﹂

の
配
布
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す

消
防
本
部
警
防
課　

７
７
５
―１
３
１
２

　

７
７
５
―２
２
３
０

　
単
身
高
齢
者
と
重
度
の
障
害
の
あ
る
人

を
対
象
に
配
布
し
て
い
る﹁
上
尾
市
緊
急

医
療
情
報
キ
ッ
ト
﹂の
配
布
対
象
者
を
拡

大
し
、
65
歳
以
上
の
人
と
障
害
の
あ
る
人

で
希
望
す
る
人
に
も
配
布
し
ま
す
。

　
﹁
上
尾
市
緊
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
﹂は
、

万
一
の
災
害
や
急
病
に
備
え
、
医
療
情
報

を
記
入
し
た
用
紙
を
筒
状
の
容
器
に
入
れ

て
、
家
庭
に
あ
る
冷
蔵
庫
に
収
納
し
、
緊

急
の
場
合
に
役
立
て
る
た
め
の
も
の
で

す
。
配
布
は
１
世
帯
１
個
で
、
無
料
で
配

市
政
相
談
委
員
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

自
治
振
興
課　

７
７
５
―４
５
３
９

　

７
７
５
―９
８
１
９

　
市
政
に
対
す
る
苦
情
が
あ
る
と
き
、
苦

情
を
市
政
相
談
委
員
が
受
け
て
、
公
正
・

中
立
的
な
立
場
で
処
理
し
ま
す
。
行
政
の

制
度
に
問
題
が
あ
る
場
合
は
、
市
に
改
善

や
是
正
を
促
す
制
度
で
す
。

▼
申
し
立
て
で
き
る
人　
市
政
に
対
す
る

苦
情
で
、
直
接
利
害
の
あ
る
人（
原
因
に

な
っ
た
事
実
が
あ
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内

の
も
の
に
限
る
）

▼
手
続
き　
市
役
所
、
各
支
所・出
張
所
、

主
な
公
共
施
設
に
あ
る﹁
苦
情
申
立
書
﹂に

記
入
し
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
自
治
振
興

課（
市
役
所
４
階
、
〒
３
６
２
―８
５
０
１

本
町
３
―１
―１
）か
各
支
所
・
出
張
所
へ

市
長
へ
の
は
が
き

～
あ
な
た
の
声
を
市
政
に
～

自
治
振
興
課　

７
７
５
―４
５
３
９

　

７
７
５
―９
８
１
９

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
多
く

の
意
見
を
で
き
る
だ
け
市
政
に
取
り
入

れ
、
皆
さ
ん
と
共
に﹁
心
の
ふ
れ
あ
い
、
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⇨彩の国さいたま人づくり広域連合人材開発部
　（ ６６４－６６８１・ ６６４－６６６７・ http://www.
　hitozukuri.or.jp/navi/event/）

⇨教育委員会総務課（ 775－9469・ 776－2250）

　地方分権時代を担う人材を確保することを
目的に﹁市町村職員採用合同説明会﹂を開催し
ます。
　自治体ごとに設置するブースでは、自治体の
特色や本年度の職員採用試験の状況、仕事の内
容などを、直接各自治体の人事担当者から聞く
ことができます。
▶とき　₇月17日（水）午後₁～₆時（入場は₅
時まで）
▶ところ　さいたまスーパーアリーナコミュニ
ティアリーナ
▶対象　市町村職員を志望する人
▶参加費　無料
▶申し込み　当日、直接会場へ

▶対象　市に住民登録があり、私立幼稚園に通
園している次の①か②の幼児がいる世帯　①満
₃歳児／平成22年₄月₂日～平成23年₄月₁日
生まれで満₃歳に達した後、私立幼稚園に入園
した幼児②₃～₅歳児／平成19年₄月₂日～平
成22年₄月₁日生まれの幼児　
※申請用紙は、すでに各幼稚園を経由して配
布しています。まだ申請
用紙が届かない世帯は
教育委員会総務課に連
絡してください。
※所得状況により補助
金額、補助金の交付可否
を決定します。

市町村職員採用
合同説明会就園奨励費補助金の申請

布
し
ま
す
。

▼
対
象　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
配
布
を
希

望
す
る
65
歳
以
上
の
人
と
障
害
の
あ
る
人

▼
申
し
込
み　
65
歳
以
上
の
人
は
本
人
確

認
が
で
き
る
物（
運
転
免
許
証
・
保
険
証

な
ど
）、
障
害
の
あ
る
人
は
交
付
さ
れ
て

い
る
障
害
者
手
帳
を
用
意
し
、
直
接
各
消

防
署
・
分
署
、
高
齢
介
護
課（
市
役
所
２

階
③
番
窓
口
）、
障
害
福
祉
課（
市
役
所
２

階
①
番
窓
口
）、
各
支
所
・
出
張
所
へ

※
申
し
込
み
は
７
月
１
日（
月
）か
ら
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

●
65
歳
以
上
の
人

　
⇨
消
防
本
部
警
防
課（

７
７
５
―１
３

１
２
・

７
７
５
―２
２
３
０)

、
高
齢
介

護
課（

７
７
５
―５
１
２
４
・

７
７
６

―８
８
７
２
）

●
障
害
の
あ
る
人

　

⇨
障
害
福
祉
課（

７
７
５
―５
１
２

２
・

７
７
６
―８
８
７
２
）

上
尾
平
方
線
の
電
線
共
同
溝
整
備

工
事
が
始
ま
り
ま
す

道
路
整
備
課　

７
７
５
―９
０
４
９

　

７
７
５
―９
９
０
６

　

９
月（
予
定
）か
ら
上
尾
平
方
線（
市
民

体
育
館
通
り
）の
電
線
地
中
化
に
伴
う
電

線
共
同
溝
整
備
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
今

年
度
は
地
震
に
よ
る
電
柱
の
倒
壊
な
ど
の

自
然
災
害
に
対
す
る
道
路
防
災
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
春
日
神
社
前
か

ら
鴨
川
ま
で
の
約
４
２
０
㍍
区
間（
左
図

参
照
）で
、
路
線
の
北
側
部
分
に
電
線
共

同
溝
を
整
備
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
、

安
全
対
策
な
ど
十
分
に
配
慮
し
な
が
ら
整

備
を
進
め
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

電線共同溝整備工事
延長=約４２０m
※路線北側

鴨
川

〶
富士
見小

上尾
平方
線

（市
民体
育館
通り
）

（
並
木
通
り
）

西
宮
下
中
妻
線

レ
ス
ト
ラ
ン

春日神社

コミュニティ
センター

Ｊ
Ｒ
高
崎
線

大
宮
↓

旧
中
山
道

↑
桶
川

上
尾
駅

〶

N

富士見橋

市の公共施設と小・中学校、
JR上尾・北上尾駅周辺は

終日

禁煙
です。

私立幼稚園
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ッ
ピ
ー

6

第
21
回
あ
げ
お
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ア

ス
タ
ッ
フ
・
参
加
者
募
集

Ａ
Ｇ
Ａ
事
務
局　

７
８
０
―２
４
６
８

　

７
７
５
―９
８
１
９

offi
ce@

aga-w
orld.com

　
毎
年
、お
よ
そ
30
カ
国
が
参
加
す
る﹁
あ

げ
お
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ
ア
﹂を
、
10
月
14
日

（
祝
）に
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
催
し
の
企
画
・
運
営
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
、
ま
た
ワ
ー
ル
ド
フ
ェ

ア
に
出
展
す
る
個
人
、
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
対
象
は
国
際
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
に
興
味
の
あ
る
人
、
国
際
的
な
活
動
を

し
て
い
て
活
動
紹
介
や
広
報
に
興
味
の
あ

る
人
で
す
。
外
国
語
が
話
せ
な
く
て
も
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
申
し
込
み　
直
接
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
メ
ー
ル
で
上
尾
市
国
際
交
流
協
会

（
Ａ
Ｇ
Ａ
）事
務
局（
市
役
所
第
三
別
館
１

階
、
月
・
木
・
金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後

４
時
）へ

第４０回あげお産業祭
市制施行５５周年記念

⇨キラリ☆あげおご当地グルメ祭り実行委員会
（商工課内、 ７７7－444１・ ７７５－5024）

第３回キラリ☆あげお
ご当地グルメ祭り出店者募集

　市内の食材を取り入れた料理を模擬店で提供し、市民に上尾のグル
メの魅力を紹介してみませんか。当日は来場者に１食につき投票券を
１枚配布して、お気に入りの﹁グルメ﹂に投票してもらい上位の出店者
を表彰します。
▶とき　11月₉日（土）午前10時～午後₃時30分　
▶ところ　ゆりが丘公園　
▶対象　市内で営業している店か市内に在住か在勤または在学の人で
構成された団体　
▶募集店数　10組（審査の上決定）
▶出店規格　１テント（１．５間〈２．７㍍〉×２間〈３．６㍍〉）　
▶出店料　５千円（共益費分）　
▶申し込み　所定の申込用紙（上尾商工会議所〈二ツ宮７５０〉または商工
課〈プラザ22内〉にある。市ホームページまたは上尾商工会議所ホーム
ページ〈 http://www.ageocci.or.jp/〉からダウンロードも可）に必
要事項を記入して、₈月₉日（金）までに直接キラリ☆あげおご当地グ
ルメ祭り実行委員会（商工課内）へ
※詳しくは、開催要領（市ホームページまたは上尾商工会議所ホーム
ページにある）をご覧ください。

　市では冷房需要の高い₇～₉月の使用電力の削減を市内各施設で行います。また
節電は電気料金の節約もできますので、昨年に引き続いて各家庭でも無理のない範
囲で節電へのご協力をお願いします。

　電気製品を使っていないのに消費される電力で、テレビのスイッチをリモコン
で切った場合などは、主電源は切れずに待機電力が使われています。
　消費電力自体は少ないですが、主電源を切ることで、電気料金を節約すること
ができます。

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

⇨
環
境
政
策
課（

７
７
５
―６
９
２
５
・

７
７
５
―９
９
２
７
）

家庭で実践できる節電対
策を一部紹介しますので、
ご活用ください。

始
め
よ
う
節
電
対
策

●
室
内
で
過
ご
す
と
き
の
節
電

　
エ
ア
コ
ン
の
温
度
は
28
度
を
目
安

に
、
す
だ
れ
や
よ
し
ず
な
ど
を
上
手

に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
も
効
果
が
あ
り
ま
す（
市

の
奨
励
金
制
度
あ
り
）。

　
あ
ま
り
暑
く
な
い
時
は
、
扇
風
機

を
使
い
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

●
冷
蔵
庫
の
節
電

　
扉
の
開
け
閉
め
は
短
く
・
少
な
く

し
、
詰
め
込
み
過
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
省
エ
ネ
型
冷
蔵
庫
へ
の
買

い
換
え
も
効
果
的
で
す
。

●
照
明
の
節
電

　
人
の
い
な
い
所
は
照
明
を
消
す
な

ど
小
ま
め
に
消
灯
し
ま
し
ょ
う
。

●
テ
レ
ビ
の
節
電

　
省
エ
ネ
モ
ー
ド
を
活
用
し
、
見
な

い
時
は
主
電
源
を
切
る
こ
と
で
待
機

電
力
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う（
コ
ラ
ム

参
照
）。

●
ト
イ
レ
の
節
電

　
夏
は
暖
房
便
座
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

る
か
、
少
な
く
と
も
ふ
た
は
閉
め
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

コラム

待機電力
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農
薬
は
適
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

県
鴻
巣
保
健
所　

０
４
８
―５
４
１
―０
２
４
９

　

０
４
８
―５
４
１
―５
０
２
０

　
農
薬
を
使
用
す
る
時
は
、
ラ
ベ
ル
や
袋

に
表
示
さ
れ
た
使
用
方
法
や
注
意
事
項
を

厳
守
し
、
他
の
作
物
へ
の
飛
散
に
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
散
布
量
は
最
低
限
に

し
、
で
き
る
だ
け
剪せ
ん

定
や
捕
殺
な
ど
、
農

薬
以
外
の
防
除
方
法
を
検
討
し
ま
し
ょ

う
。
や
む
を
得
ず
農
薬
を
散
布
す
る
と
き

は
、
事
前
に
周
辺
住
民
や
施
設
利
用
者
な

ど
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
風
向
き
な
ど

に
十
分
注
意
し
な
が
ら
事
故
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
誤
飲
な
ど
の
事
故
を
防
止
す
る
た

め
、
小
分
け
は
絶
対
に
行
わ
ず
、
鍵
を
掛

け
て
安
全
に
保
管
・
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限
が
切
れ
た
農
薬
を
廃
棄
す
る
時

は
、専
門
業
者
に
処
理
を
委
託
す
る
な
ど
、

各
自
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

肉
の
生
食
に
注
意
！

県
鴻
巣
保
健
所　

０
４
８
―５
４
１
―０
２
４
９

　

０
４
８
―５
４
１
―５
０
２
０

　
生
や
加
熱
不
足
の
肉
が
原
因
の
食
中
毒

は
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
気
温
が

高
く
湿
気
が
多
い
こ
の
時
期
は
、
カ
ン
ピ

ロ
バ
ク
タ
ー
や
腸
管
出
血
性
大
腸
菌（
Ｏ

１
５
７
、
Ｏ
１
１
１
な
ど
）の
細
菌
が
原

因
の
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
適
切
な
対
応
を
し
て
、
食
中
毒
を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

●
基
本
は
手
洗
い

　

小
ま
め
に
、
爪
の
間
ま
で
石
け
ん
で

し
っ
か
り
と
洗
う

●
肉
を
生
で
食
べ
な
い

　
生
食
用
と
し
て
提
供
さ
れ
た
肉
で
も
、

子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
抵
抗
力
の
弱
い
人

は
、
生
で
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る

●
肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱

　
焼
肉
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
、
自
分
で

肉
を
焼
い
て
食
べ
る
場
合
も
、
十
分
に
加

熱
し
て
生
焼
け
の
ま
ま
食
べ
な
い
よ
う
に

す
る

●
生
肉
に
付
い
て
い
た
菌
を
、
他
の
食
品

に
付
け
な
い
よ
う
に
す
る

　
調
理
用
具
は
用
途
別
に
使
い
分
け
、
消

毒
洗
浄
を
し
っ
か
り
と
行
う

　市民の皆さん、こんにちは。市長の島村です。
　ゴーヤの葉も青々と茂り、いよいよ本格的な夏を迎
えますが、いかがお過ごしでしょうか。
　﹁歩﹂という漢字は、左右の足跡の形が前後に並び、
足を前に踏み出す﹁あるく﹂を意味する文字となったそ
うです。﹁人間は一生で何歩ぐらい歩くのか？﹂。そう
考えながら、去る₆月₉日に開催された﹁第₆回あげ
お駅からハイキング﹂に参加しました。
　当日は快晴に恵まれ真夏のような暑さの中でした
が、市内外から約1,600人が参加し、ボランティアの
皆さんの“笑顔”という最高のおもてなしを受けなが
ら、爽やかな汗を流しました。私も普段は公務が忙し
く、なかなか体を動かす機会がありませんが、太陽の
下で足を前へ前へと進めるたびに体の中の元気が目を
覚まし、明日への活力が高まっていくのを感じました。
　人はその誕生とともに“人生の歩み”が始まり、₁歳
ぐらいからよちよち歩きを始めます。昔から﹁はえば

立て、立てば歩めの親心﹂といいますが、子どもの記
念すべき第一歩を鮮明に覚えている人も多いでしょ
う。アメリカのニューヨーク大学の研究者が、はいは
いからよちよち歩きへと成長する赤ちゃんの歩行距離
を計測したそうですが、その歩数はなんと₁日平均
₁万4,208歩、距離は延べ4.2キロメートル。駅からハ
イキングではずいぶん歩いたと自負していましたが、
よちよち歩きの赤ちゃんの歩む力に感心し、もっと歩
かねばと反省しました。
　上尾市は、₇月15日に昭和33年の市制施行から55年
という節目を迎えますが、その歩みの中では多くの出
会いに恵まれました。中でも、東日本大震災での救急
隊派遣が縁となった福島県本宮市とは、災害時相互応
援協定や児童の交流などさまざまな分野に発展し、₇
月31日には﹁友好都市協定﹂を締結することになりまし
た。調印式では、上尾市の﹁アッピー﹂と本宮市の﹁ま
ゆみちゃん﹂の“ゆるキャラ”同士の婚約式も行われま
すが、アッピーの“あ”、まゆみちゃんの“ゆみ”が一つ
となって、今後も手を携えながらあ

・ ・ ・
ゆみを前へと進め

ていければと願っています。
　先人たちの努力により築き上げられてきた上尾。
﹁歩﹂という漢字には﹁止﹂という字が入っているよう
に、焦らず、急がず、時には立ち止まっても、56年目
に向けて着実に発展していくと確信しています。市民
の皆さん、これからも一緒に歩んでいきましょう！

上尾の“歩”
市長　島 村　　穰　

本
庁
舎
、
上
尾
駅
出
張
所
、
尾
山

台
出
張
所
７
月
６
日（
土
）は
業
務

を
休
み
ま
す

　

⇨
庶
務
課（

７
７
５
―４
９
６
３
・

７
７
５
―９
８
１
９
）、
自
治
振
興
課

（

７
７
５
―４
５
３
９
・

７
７
５
―

９
８
１
９
）

　

市
役
所
本
庁
舎
１・
２
階（
社
会
福
祉

課
、
資
産
税
課
を
除
く
）の
窓
口
、
上
尾

駅
・
尾
山
台
出
張
所
は
、
土
曜
日
も
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
７
月
６
日（
土
）は

法
律
の
改
正
に
伴
う
住
基
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
更
新
の
た
め
業
務
を
休
み
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
毎
年
住

民
税
額
の
確
定
後
に
、
被
保
険
者
本
人
と

世
帯
主
の
収
入
に
応
じ
て
算
定
し
ま
す

（
本
算
定
）。
平
成
25
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
兼
納
入
通

知
書
は
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
全
て
の
被
保
険
者
に
掛
か

り
ま
す
。
保
険
料
額
は
被
保
険
者
が
等
し

く
負
担
す
る﹁
均
等
割
﹂（
年
間
４
万
１
、８

６
０
円
）と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る

﹁
所
得
割
﹂（
所
得
割
率
８
・
25
㌫
）の
合
計

で
計
算
し
ま
す
。
均
等
割
額
と
所
得
割
率

は
、
原
則
と
し
て
県
内
は
均
一
で
す
。
年

間
の
保
険
料
の
限
度
額
は
55
万
円
で
、
世

帯
主
や
被
保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
保
険

料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

手
続
き
不
要
）。

※﹁
年
金
天
引
き
﹂﹁
口
座
振
替
﹂の
ど
ち
ら

で
も
、
支
払
う
保
険
料
額
は
同
じ
で
す
。

■
変
更
手
続
き

①
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
方
法
変

更
申
出
書
②
口
座
振
替
依
頼
書（
①
②
と

も
保
険
年
金
課
に
あ
る
。
郵
送
で
取
り
寄

せ
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
保

険
証
、
預（
貯
）金
通
帳
、
口
座
届
け
出
印

を
用
意
し
て
、
保
険
年
金
課（
市
役
所
１

階
10
番
窓
口
）へ

■
留
意
点

●
年
金
天
引
き
の
場
合
は
、
保
険
料
が
年

金
受
給
者
自
身
の
社
会
保
険
料
控
除
に
な

り
ま
す
が
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、
口
座

振
替
で
支
払
っ
た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住

民
税
が
減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
変
更
手
続
き
を
し
て
か
ら
、
年
金
天
引

き
を
中
止
す
る
ま
で
に
は
３
、
４
カ
月
か

か
り
ま
す
。

●
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更
し
た

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
年
金
天
引

き（
特
別
徴
収
）さ
れ
て
い
る
人
と
、
こ
れ

か
ら
年
金
天
引
き
が
開
始
さ
れ
る
人
は
、

支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま

す（
年
金
天
引
き
を
希
望
す
る
場
合
は
、

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険

証
）は
８
月
１
日（
木
）に
更
新
に
な
り
ま

す
の
で
、
新
し
い
保
険
証
を
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
記
載
内
容（
住
所
、
氏
名

な
ど)

と
裏
面
の
注
意
事
項
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
保
険

年
金
課
ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
へ
返
却

す
る
か
、
は
さ
み
な
ど
で
切
っ
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

■
負
担
割
合

　
保
険
証
に
は
、
医
療
機
関
な
ど
で
受
診

す
る
際
の
窓
口
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
割
合
は
、
世
帯
状
況
と
平

成
24
年
中
の
市
・
県
民
税
の
課
税
標
準
額

に
応
じ
て
判
定
し
ま
す（
表
１
参
照
）。

　
現
役
並
み
所
得
者（
３
割
負
担
）で
も
、

収
入
を
考
慮
し
た
再
判
定
基
準
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す（
表
２
参
照
）。
該
当
す
る
場

合
、
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る
と
き
の

窓
口
負
担
割
合
が
１
割
に
な
り
ま
す
の
で
、

①
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証（
保
険

証
）②
公
的
年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
人

は
、
確
定
申
告
書
の
写
し
な
ど
収
入
の
分

か
る
物
を
用
意
し
て
、
保
険
年
金
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
額
納
入
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
郵
送

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替

へ
変
更
で
き
ま
す

新
し
い
保
険
証
は

７
月
下
旬
に
郵
送

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
皆
さ
ん
へ

⇨
保
険
年
金
課
高
齢
者
医
療
担
当

７
７
５
―５
１
２
５

（
市
役
所
１
階
10
番
窓
口
）
７
７
５
―９
８
２
７

【表₁】負担割合を判定する所得基準

区分 市・県民税
課税標準額

医療機関の
窓口負担

一般所得者・
低所得者 145万円未満 ₁割

現役並み
所得者 145万円以上 ₃割

※一般所得者は住民税課税世帯、低所得者
は住民税非課税世帯です。
※負担割合は、同一世帯に属する被保険者
だけの所得で判定します。

【表₂】後期高齢者医療制度・負担割合の再判定基準

世帯の状況
収入額

（必要経費などを差し引く前の
収入額の合計）

負担割合

被保険者が₂人以上 各被保険者の収入額合計が
520万円未満

１割被保険者が₁人 383万円未満

被保険者が₁人
（同一世帯内に70～74歳の人
がいる）

他の世帯員（70～74歳の人）を
含めた収入が520万円未満

後
、
残
高
不
足
な
ど
に
よ
り
引
き
落
と
し

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
年
金
天
引
き

に
戻
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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国
民
健
康
保
険（
国
保
）高
齢
受
給
者
証

（
藤
色
）は
、
８
月
１
日（
木
）に
更
新
に
な

り
ま
す
の
で
、
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
有
効
期
限
が

過
ぎ
た
高
齢
受
給
者
証
は
、
保
険
年
金
課

ま
た
は
各
支
所
・
出
張
所
へ
返
却
す
る

か
、
は
さ
み
な
ど
で
切
っ
て
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

■
負
担
割
合

　
国
保
加
入
者
は
、
70
歳
の
誕
生
日
の
翌

月（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
誕
生
月
）か
ら
75

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
は
、
医
療
機
関

な
ど
で
受
診
す
る
と
き
の
窓
口
負
担
割
合

が
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

１
割（
平
成
26
年
３
月
31
日
ま
で
は
据
え

置
き
）ま
た
は
３
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

負
担
割
合
を
判
定
す
る
所
得
基
準
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
と
同
様
で
す（
８
ペ
ー

ジ
表
１
参
照
）。
負
担
割
合
の
判
定
は
、

同
一
世
帯
に
属
す
る
70
～
74
歳
の
国
保
加

入
者
の
所
得
を
基
に
行
う
た
め
、
同
一
世

帯
の
人
は
同
じ
負
担
割
合
に
な
り
ま
す
。

※
75
歳
の
誕
生
日
か
ら
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
負
担
割
合
の
再
判
定

　
現
役
並
み
所
得
者（
３
割
負
担
）で
も
、

収
入
を
考
慮
し
た
再
判
定
基
準
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す（
左
表
参
照
）。

新
し
い
高
齢
受
給
者
証（
藤
色
）

を
７
月
下
旬
に
郵
送

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

⇨
保
険
年
金
課
国
保
資
格
・
課
税
担
当

７
７
５
―５
１
３
６

（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）
７
７
５
―９
８
２
７

【表】国保・負担割合の再判定基準

世帯の状況
収 入 額 

（必要経費などを差し引く前の
収入額の合計）

負担割合

70～74歳の国保加入者が₂人以上 該当者の収入合計が520万円未満

１割負担（平成
26年₃月31日ま
では据え置き）

70～74歳の国保加入者が1人 383万円未満

70～74歳の国保加入者が1人、か
つ同一世帯内に後期高齢者医療制
度に移行した旧国保加入者がいる

後期高齢者医療制度に移行した旧
国保加入者を含めた収入合計が
520万円未満

　

国
民
健
康
保
険
料
が
年
金
天
引
き（
特

別
徴
収
）さ
れ
て
い
る
人
と
、
こ
れ
か
ら

年
金
天
引
き
さ
れ
る
人（
７
月
上
旬
に
発

送
す
る
納
税
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
）は
、
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
変

更
で
き
ま
す（
年
金
天
引
き
を
希
望
す
る

場
合
は
、
手
続
き
不
要
）。

※﹁
年
金
天
引
き
﹂﹁
口
座
振
替
﹂の
ど
ち
ら

で
も
、
支
払
う
保
険
料
額
は
同
じ
で
す
。

■
変
更
手
続
き

①
特
別
徴
収
中
止
申
出
書
②
口
座
振
替
依

頼
書（
①
②
と
も
保
険
年
金
課
に
あ
る
。

郵
送
で
取
り
寄
せ
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
国
保
保
険
証
、
預（
貯
）金
通

帳
、
口
座
届
け
出
印
を
用
意
し
て
、
保
険

年
金
課（
市
役
所
１
階
８
番
窓
口
）へ
。

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替

へ
変
更
で
き
ま
す

■
留
意
点

●
年
金
天
引
き
の
場
合
は
、
保
険
料
が
年

金
受
給
者
自
身
の
社
会
保
険
料
控
除
に
な

り
ま
す
が
、
口
座
振
替
の
場
合
は
、
口
座

振
替
で
支
払
っ
た
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
世
帯
全
体
の
所
得
税
や
住

民
税
が
減
額
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
変
更
手
続
き
を
し
て
か
ら
、
年
金
天
引

き
を
中
止
す
る
ま
で
に
は
３
、
４
カ
月
か

か
り
ま
す
。

●
支
払
い
方
法
を
口
座
振
替
に
変
更
し
た

後
、
残
高
不
足
な
ど
に
よ
り
引
き
落
と
し

が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
年
金
天
引
き

に
戻
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
制
度
改
正

　
二
人
世
帯
で
、
一
人
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
し
、
も
う
一
人
が
国
保
に

残
っ
た
世
帯（
特
定
世
帯
）に
な
る
人
は
、

５
年
間
世
帯
別
平
等
割
額
の
２
分
の
１
を

軽
減
す
る
現
在
の
制
度
に
加
え
、
移
行
後

６
～
８
年
目
に
世
帯
別
平
等
割
額
の
４
分

の
１
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
国
保
税
に
は
、
一
定
所
得
以
下
の

世
帯
に
掛
か
る
税
額
を
軽
減
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
軽
減
判
定
に
お
い
て
、
国

保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
し

た
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
の
所
得
を
含
め

算
定
を
行
う
措
置
が
恒
久
化
さ
れ
ま
し
た
。

■
国
保
税
の
減
免
制
度

　
災
害
そ
の
他
特
別
な
事
情
で
国
保
税
が

納
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
減
免
申
請

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
該
当
す
る
人
は
、
①
国
保
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）②
国
保
高
齢
受
給
者
証
③
公
的

年
金
以
外
の
収
入
が
あ
る
人
は
、
確
定
申

告
書
の
写
し
な
ど
収
入
の
分
か
る
物
を
用

意
し
て
、
保
険
年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
同
一
世
帯
内
の
70
歳
以
上
の
人
が
国
保

に
加
入
・
脱
退
し
た
と
き
や
、
所
得
額
の

変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
負
担
割
合
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
は
、
保
険
証

と
高
齢
受
給
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。
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介
護
保
険
　

65
歳
以
上
の
皆
さ
ん
へ

高
齢
介
護
課　

７
７
５
―５
１
２
７

　

７
７
６
―８
８
７
２

７
月
上
旬
に
介
護
保
険
料

納
入
通
知
書
を
郵
送

　

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）へ﹁
納

入
通
知
書（
介
護
保
険
料
額
決
定
通
知

書
）﹂を
７
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
具
体

的
な
納
め
方
は
、
同
封
の
し
お
り
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
中
に
65
歳
を
迎
え
、
老
齢

基
礎
年
金
、
退
職
年
金
、
遺
族
年
金
、
障

害
年
金
の
受
給
が
６
月
以
降
に
始
ま
る
人

は
、
平
成
26
年
２
月
ま
で
は
普
通
徴
収

（
納
付
書︿
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
可
﹀か
口

座
振
替
）で
納
付
し
、
平
成
26
年
４
月
以

降
に
年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）が
始
ま
り

ま
す（
図
１
参
照
）。

　
第
２
号
被
保
険
者（
40
～
64
歳
）は
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
料
と
一
緒
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
参

照
）。介

護
保
険
料
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
保
険
料
は
、
な
ぜ
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
40
歳
以
上
の

全
て
の
人
が
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
保

険
料
で
介
護
保
険
事
業
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心

し
て
利
用
す
る
た
め
に
も
保
険
料
の
納
付

は
大
切
で
す
。
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
に
、
給
付
を
制
限

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

Ｑ　
年
金
天
引
き
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

４･

６
月
の
保
険
料
は
ど
の
よ
う
に
決
ま

る
の
で
す
か
？

Ａ　
保
険
料
決
定
前
の
期
間
を
仮
徴
収
期

間
と
し
、
基
本
的
に
２
月
と
同
額
を
天
引

き
し
、
７
月
の
保
険
料
決
定
後
に
年
額
を

８
月
以
降
の
期
間
で
調
整
し
ま
す
。

Ｑ　
年
金
天
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
口

座
振
替
に
変
更
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
で
す
か
？

Ａ　
介
護
保
険
料
が
年
金
天
引
き
に
な
っ

て
い
る
人
は
、
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
は
仕
組
み
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
相
談

　

介
護
保
険
料
の
納
付
で
困
っ
た
と
き

は
、
高
齢
介
護
課（
市
役
所
２
階
③
番
窓

口
）へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
で
他
地
域
に
避
難

し
て
い
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
特
定

健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
診

保
険
年
金
課
管
理
担
当　

７
７
５
―５
１
３
６

高
齢
者
医
療
担
当　

７
７
５
―５
１
２
５

　

７
７
５
―９
８
２
７

　
宮
城
県
の
一
部
の
市
町
村
で
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
り
避
難
し
て
い
る
人
も
避

難
先
で﹁
特
定
健
診
﹂﹁
後
期
高
齢
者
健
診
﹂

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　
国
民
健
康
保
険
か
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
加
入
者
で
、
次
の
市
町
村
か

ら
住
民
票
を
異
動
し
な
い
で
他
地
域
に
避

難
し
て
い
る
人

仙
台
市
、
石
巻
市
、
気
仙
沼
市
、
岩
沼
市
、

東
松
島
市
、
亘
理
町
、
山
元
町
、
女
川
町
、

南
三
陸
町

▼
受
診
期
間　
平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）

ま
で

▼
手
続
き　
①
避
難
元
の
市
町
村
に﹁
健
診

を
受
診
し
た
い
﹂と
い
う
連
絡
を
す
る
②
避

難
元
の
市
町
村
か
ら
、
受
診
券
、
健
診
実

施
機
関
一
覧
表
、
昨
年
度
の
健
診
結
果
が

送
付
さ
れ
る
③
健
診
実
施
機
関
一
覧
表
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
健
診
機
関
に
予
約
す
る

▼
検
査
内
容　
特
定
健
診
の
基
本
項
目
に

沿
っ
た
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
血
液
検
査

な
ど

※
詳
細
な
健
診
項
目（
心
電
図
・
眼
底
検

査
・
貧
血
検
査
）は
医
師
が
必
要
と
認
め

た
場
合
に
行
い
ま
す
。

【図₁】年金天引き（特別徴収）の開始時期

【図₂】介護保険料の納付方法

　年金（年額18万円以上）の受給開始が₄月の人は、10月から介
護保険料の年金天引きが開始されます。年金の受給開始が₆・
₈・10月の人は平成26年₄月から、12月以降の人は平成26年₆
月以降から天引き開始になります。
※受給手続き時期により、下記のとおりにならない場合があり
ます。
年金支給月
平成２５年
₄月　　₆月　　　10月　　12月 　　       ₄月　　₆月以降

平成２６年

●天引き開始◎12月以降受給開始

　第₁号被保険者の保険料は高齢介護課へ、第₂号被保険者の
保険料は加入している健康保険へ直接問い合わせてください。

第₂号被保険者
（40 ～ 64歳）

第１号被保険者
（65歳以上）

健康保険料と
一緒に納付

納付書・口座振替・年
金天引きによる納付

◎受給開始 ●天引き開始

◎₆～ 10月受給開始 ●天引き開始

４０歳　　　　　　　　　　 ６４歳　　   ６５歳
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※
市
町
村
で
独
自
に
追
加
し
て
い
る
項
目

や
が
ん
検
診
な
ど
は
除
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
国
民
健
康
保
険
加
入
者

は
保
険
年
金
課
管
理
担
当
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
は
高
齢
者
医
療
担
当
へ

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
・

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成

こ
ど
も
支
援
課　

７
７
５
―５
１
２
０

　

７
７
４
―５
３
４
２

●
児
童
扶
養
手
当

　
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
別
に
し
て
い
る

児
童
を
育
成
し
て
い
る
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
を
助
け
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
の
制
度
で
す
。

▼
対
象　
お
お
む
ね
次
の
①
～
⑦
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
18
歳
の
誕
生
日
の
属
す

る
年
度
末
ま
で
の
児
童（
一
定
の
障
害
が

あ
る
児
童
の
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
）を

養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
も
し
く
は
養

育
者
で
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
人

（
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
要
件
あ
り
）／
①

父
母
が
離
婚
し
た
②
父
ま
た
は
母
が
死
亡

し
た
③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
の
状

態
に
あ
る
④
父
ま
た
は
母
に
１
年
以
上
遺

棄
さ
れ
て
い
る
⑤
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所

か
ら
Ｄ
Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た
⑥
父
ま
た

は
母
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ

て
い
る
⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
ず
出
産
し
た

▼
支
給
額　
下
表
の
と
お
り

●
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

　
医
療
費
の
一
部
を
支
給
す
る
こ
と
で
、

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自

立
を
支
援
し
、
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
制
度
で
す
。

▼
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

（
所
得
制
限
や
年
齢
要
件
な
ど
あ
り
）／
①

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者（
前
記
、
児

童
扶
養
手
当
欄
を
参
照
）②
①
以
外
の
ひ

と
り
親
家
庭
の
父
ま
た
は
母
も
し
く
は
養

育
者
と
児
童

▼
助
成
額　
入
院･

外
来
な
ど
の
各
医
療

保
険
制
度
の
自
己
負
担
額

※
児
童
扶
養
手
当
と
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
助
成
の
申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
申

請
す
る
人
の
状
況
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
事
前
に
こ
ど
も
支
援
課（
市
役
所
２

階
⑤
番
窓
口
）へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

【表】支給額（月額）

児童数 全部支給 一部支給

₁人 4 万 1,430 円
4 万 1,420

～
9,780 円

₂人 4 万 6,430 円
（4 万 1,420

～
9,780 円）
+₅千円

₃人以上 ₁人につき₃千円を加算

⇨生涯学習課（ ７７５－９４９６・ ７７６－２２５０）

　10月22日（火）～27日（日）に、上尾市コミュニティセンター、
市民ギャラリーで行われる﹁市制施行55周年記念　第45回
記念上尾市美術展覧会（市展）﹂に出品する作品を募集しま
す。全部門とも作品は未発表のものに限ります。
▶募集部門　日本画、洋画、立体造形、工芸、書、写真の
₆部門
▶応募資格　①市内に在住か在勤、または在学の15歳以上
の人②市内の美術団体に所属している人　
▶作品の規格・点数　日本画／₆号以上60号以内で額装。
軸物は表装する（仮巻は不可）。１人₂点以内　洋画／₈号
以上Ｆ30号以内（版画は33×24㌢以上）で額装（水彩、版画、
パステルなどこれに準じる作品、15号以下の油彩はアクリ
ル板可）。₁人₂点以内　立体造形／手動可能で₁平方㍍
当たり300㌔㌘以内の重量とする。屋外展示作品も可。１
人₂点以内　工芸／壁面作品は高さ１．５×幅１．２㍍以内、
立体作品は縦、横、奥行とも50㌢以内とする（手芸、民芸
品、押し花、ちぎり絵などを除く）。₁人₂点以内。着物、
帯など（仕立てる場合は仮縫い）は必ず橦

しゅ
木
もく

または衣
い

桁
こう

を用
意し、付属品にも必ず名前を付けること　書／小画仙半切

（縦）を使用（それ以外の場合は仕上がりの寸法は横70㌢以

内）し、表装する（仮巻は不可）。釈文（指定の用紙）を楷書
で作品の裏面に貼り付ける。₁人₂点以内　写真／モノク
ローム、カラープリントとも半切以上全紙まで。木製パネ
ル張りまたは額装とする。組写真は一つのテーマを₁枚の
木製パネルにまとめ、全体の大きさが60×90㌢以内とす
る。₁人₂点以内　
※各部門ともガラス額装は使用不可とします。
▶申し込み　₉月₂日（月）～20日（金）午後₅時までに所定
の出品申込書（生涯学習課〈市役所₇階〉、各支所・出張所、
公民館にある。市ホームページからダウンロード可）を、
直接か郵送またはファクスで生涯学習課（〒３６２- ８５０１本町
３- １- １）へ　※ファクスの場合は送信後、必ず生涯学習課
へ電話で受信されたことを確認してください。
▶搬入　10月19日（土）午前₉時30分～午後₃時に、直接上
尾市コミュニティセンター（書の部だけ市民ギャラリー）へ
※作品は、すぐに展示できるようひもを付け、作品裏面
右上に所定の出品票を貼り付けて、預かり証、領収書、出
品手数料（₁点につき千円、高校生以下は５００円）を添えて
搬入してください。

上尾市美術展覧会作品募集第45回記念
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上
尾
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、
毎
年
恒
例
の﹁
上
尾
夏

ま
つ
り
﹂を
開
催
し
ま
す
。
13

日
は
町
内
の
神み
こ
し輿
の
渡と

御ぎ
ょ
、
14

日
は
正
午
か
ら
左
図
の
交
通
規

制
区
域
内
で
、
８
町
内
の
神
輿

の
渡
御
、
山だ

車し

・
引
き
太
鼓
な

ど
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　
７
月
13
日（
土
）・
14

日（
日
）

▼
と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
周
辺

　
﹁
平
方
祇
園
祭
の
ど
ろ
い
ん

き
ょ
行
事（
平
方
の
ど
ろ
い
ん

き
ょ
）﹂は
、
平
方
上
宿
地
区
で

悪
疫
退
散
・
五
穀
豊ほ
う
じ
ょ
う
穣
を
祈

願
し
て
、
白
木
造
り
の﹁
い
ん

き
ょ
神み
こ
し輿
﹂を
若
衆
た
ち
が
担

ぎ
回
っ
て
民
家
の
庭
な
ど
で
転

が
し
、
水
を
ま
い
て
ど
ろ
ど
ろ

に
な
り
な
が
ら
激
し
く
も
み
合

う
勇
壮
な
祭
り
で
す
。

▼
と
き　
７
月
14
日（
日
）午
後

１
時
～
７
時
30
分

▼
と
こ
ろ　
八
枝
神
社（
平
方
）

周
辺

上尾の熱い夏
⇨上尾夏まつり実行委員会

（上尾商工会議所内、 ７７３－3111・ ７７5－9090）

17

⇨生涯学習課（ 775－9496・ 776－2250）

■交通規制区域
●東口周辺
　　14日（日）正午～午後₉時30分
●西口周辺
　14日（日）午後₆時45分～₈時45分

▶交通
ＪＲ上尾駅西口から、市内
循環バス“ぐるっとくん”
﹁平方循環﹂﹁東西循環﹂で
﹁平方神社前﹂バス停下車、
または東武バス平方方面行
で﹁平方﹂バス停下車
※県立上尾橘高校の駐車場
が臨時駐車場になります。■交通規制区域（開催時間内）

※区域内は歩行者優先です。

ア
ッ
ピ
ー

７月１３日土
　　１４日日

響
き
渡
る
お
は
や
し
と

熱
気
渦
巻
く
瞬
間
を

肌
で
感
じ
に
行
こ
う
！

神
輿
を
転
が
し
て

泥
だ
ら
け
に
す
る

珍
し
い
祭
り
だ
よ

７月１４日日

県指定無形民俗文化財

平方祇園祭
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●花火は楽しく安全に
　夏の夜空をきれいに彩る花火。子どもから大

人まで皆さん

で楽しめる季節になりました。火災などの災害や
事故が起こら

ないよう次の点に注意して、夏の楽しい思い出に
しましょう。

①　子どもだけで花火をさせない

②　風の強い時は花火をしない

③　燃えやすい物が付近になく、広い安全な場
所を選ぶ

④　後始末用の水バケツを用意する

●火遊びによる火災の防止

　子どもの火遊びによる火災は、人目に付かな
い場所で発生

することが多く、発見が遅れると火災が大きく
なることがあ

ります。火遊びによる火災が起こらないよう、
大人が次のよ

うな点に注意を払い、子どもの年齢に応じた指
導をしましょ

う。
①　子どもだけで火を取り扱わせない

②　火遊びをしているのを見掛けたら注意する

③　�ライターなどを子どもの手の届く所に置か
ず、触らせな

い環境をつくる

上尾の熱い夏
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8月３日土
⇨あげお花火大会実行委員会

（市観光協会内、 ７７５－５９１７・ ７７５－５０２４）

■交通規制区域（午後₅時３０分～）

※ＪＲ上尾駅西口から会場付近まで、午後
₄時から臨時バス（有料）を随時運行します。
※当日会場付近では交通規制を行いますの
で、注意してください。

　
あ
げ
お
花
火
大
会
実
行
委
員
会
で
は
、
こ
と
し
も
夏

の
夜
の
風
物
詩﹁
あ
げ
お
花
火
大
会
﹂を
盛
大
に
開
催
し

ま
す
。
夜
空
を
華
や
か
に
彩
る
花
火
を
見
な
が
ら
、
夏

の
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き　
８
月
３
日（
土
）午
後
７
時
～

※
雨
天
の
場
合
は
10
日（
土
）で
す
。

▼
と
こ
ろ　

平
方
地
区
の
荒
川
河
川
敷（
開
平
橋
か
ら

リ
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ゴ
ル
フ
場
周
辺
）

⇨消防本部予防課（ 775－１３１４・ 775－２２３０）
花火・火遊びによる火災

の防止

　気温が35度を超えると熱中症とみられる症
状で救急搬送される人が急増します。₇月の
関東甲信越地方の気温は、平年並みまたは平
年よりも高いと予報されています。
　家の中でじっとしていても、室温や湿度が
高いために、熱中症になる場合がありますの
で注意が必要です。熱中症予防は水分の小ま
めな補給が効果的です。喉が渇いていなくて
も、小まめに水分を取りましょう。水分補給
の目安は、日中は１時間に１回コップ₂分の
１杯（１００㍉㍑）程度、入浴前後・起床時・就
寝時はコップ１杯（２００㍉㍑）程度です。
　激しい運動や作業などで多量に汗をかいた
時は、水分と共に塩分を含む飲料を取りま
しょう。体調によって水分・塩分摂取に不安
がある人は、医者と相談してください。

⇨健康推進課（ 77４－１４１１・ 77６－７３５５）

熱中症に気をつけましょう

県
内
で
も

最
大
規
模
を
誇
る

約
１
万
発
の
花
火
を

見
に
来
て
ね

あげお花火大会
第１８回
市制施行５５周年記念


